
② 施設計画 （施設配置）

来場者を迎え入れ街に賑わいを発信する配置計画

・アリーナを敷地に対して45度傾けた配置とし、4方向に特色豊かな空間を計画

・賑わいを生み出す３つの広場

・十分な搬出スペースを確保した外構計画

アクティブストリート（マルチコート）イメージ

富士山広場（サブアリーナ前）イメージ

③ 外観デザイン
アリーナがつくる賑わいと熱狂の上昇気流が広がる姿として、渦を巻き上昇する様の笠雲をモチーフに静岡ら
しい外観デザイン

④ 空間デザイン

・非日常のわくわく感を醸成する空間演出

・外部からアリーナまで「熱狂」が連続する、驚きと高揚感をつなぐ
開放的なアリーナ

・多彩なホスピタリティを提供するスイートエリア

メインアリーナイ
メージ

フードホールイメージ

バラエティに富んだシートバリエーション

スイートルームイメージ

スカイラウンジイメージ

葵広場（アリーナ正面） 国道1号側）からのイメージ

静岡市アリーナ整備・運営事業

① 事業者 ： 株式会社 静岡セントラルアリーナ

アリーナ全体像 （2030年春開業予定）

可動席、移動可動席を組
み合わせ、多様な座席レ
イアウトが可能

音楽興行、スポーツ興行
とも10,000席程度の
レイアウトが可能

⑤ ボウルデザイン (メインアリーナ）

あらゆる興行で正対する座席を最大限確保で
きる八角形型ボウルデザインにより、施設稼働
の最大化と来場者の観戦体験向上を両立

かさ雲のイメージ

敷地面積 約29,359㎡

建築面積 16,900㎡ スポーツ興行

延床面積 29,200㎡ 　バスケットボール 9,900人

構造 鉄骨造 　バレーボール 9,800人

階数 ４階 音楽興行

最高高さ 30.9m コンサート 10,000人

メインアリーナ規模 10,000席

サブアリーナ規模 200席

収容人数

■計画概要 （提案時点）
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